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市の人口

（昭和54年6月1日現在）

吐帯数43，721世帯

前月比162世帯増

人口149，108人

男74．891人

女74，217人

前月比453人増

一一一一■■㎜ａ〃・－“6－＝ミａ＝．．．7面積

67．29平方キロメートル

昭
和
五
十
四
年
五
月
宇
治
市
議
会

回
時
会
が
、
五
月
十
七
日
か
ら
十
九

日
ま
で
の
三
日
間
の

会
期
で
開
か
れ
ま
し

た
。

こ
の
臨
時
会
は
、

Ｔ
Ｏ
ｔ
Ｏ
四
月
二
十
二
日

議
長
に
は
川
口
祐
一
議
員
が
そ
れ
ぞ

れ
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
総
務
・

の
議
員
の
選
挙
、
京
滋
バ
イ
パ
ス
・

宇
治
川
治
水
・
財
政
・
近
鉄
・
折
居

国
有
林
開
発
対
策
の
五
特
別
委
員
会

の
設
置
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す

（
く
わ
し
く
は
、
六
月
一
日
発
行
の

市
政
だ
よ
り
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）
。

こ
の
ほ
か
に
行
わ
れ
た
議
案
審
議

初
市
議
会
を
開
会

議
会
構
成
な
ど
決
ま
る

に
執
行
さ
れ
た
市
議
会
議
員
選
峯
後

の
初
議
会
で
あ
り
、
正
・
副
議
長
を

は
じ
め
と
し
た
選
挙
・
選
任
が
行
わ

れ
、
議
長
に
は
竹
林
咲
峻
議
員
、
副

溝
掃
除
や
危
険

場
所
の
点
検
を

市
民
環
境
・
建
設
水
温
・
文
教
福
祉

の
四
常
任
委
員
会
の
委
員
の
選
任
城

南
衛
生
管
理
組
合
の
議
会
の
議
員
お

よ
び
南
山
城
伝
染
病
舎
組
合
の
議
会

件
。
目
の
ま
わ
る
よ
う
な
忙
し
さ
に

な
っ
て
き
て
お
り
、
十
分
に
手
が
と

ど
か
な
い
の
が
実
情
で
す
。
市
民
の

生
命
や
財
産
を
災
害
か
ら
守
る
た
め

市
で
竪
「
後
も
全
力
を
あ
げ
て
努
力

を
し
て
い
き
ま
す
が
、
災
害
を
完
全

に
防
ぐ
こ
と
は
困
難
で
す
。

そ
こ
で
、

雨
期
を
迎
え
た
い
ま
、

で
は
、
一
一
股
会
計
補
正
予
算
（
第
一

号
）
を
は
じ
め
と
し
た
五
議
案
を
、

そ
れ
ぞ
れ
原
案
″
お
り
可
決
・
承
認

・
同
意
し
ま
し
た
。

被
害
を
最
小
限
に
く
い
と
め
る
た
め

市
民
の
み
な
さ
ん
に
ゴ
ミ
を
水
路
な

ど
に
捨
て
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
住
い
の
周
辺
や
溝
な

ど
の
掃
除
、
危
険
な
場
所
が
な
い
か

な
ど
の
点
検
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

溝
掃
除
で
出
た
ゴ
ミ
や
ド
ロ

市
が
回
収
し
ま
す

な
お
、
町
内
会
や
自
治
会
な
ど
で

肩
掃
除
を
さ
れ
た
場
合
の
ゴ
ミ
や
ド

ロ
は
、
市
が
回
収
し
ま
す
。

一
斗
か
ん
に
入
れ
て
水
切
り
を
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
消
掃
課
が
、
ま
た

そ
の
ま
ま
の
場
合
は
都
市
整
備
失
対

事
業
課
が
回
収
し
ま
す
の
で
、
市
役

所
（
電
話
・
斡
三
一
四
一
番
）
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
回
収
す
る
ま
で
は

通
行
の
じ
ゃ
ま
に
な
ら
な
い
と
こ
ろ

＜便槽に入る水を防ぐ方法＞

に
集
め
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
必
要
な
一
斗
か
ん
は
各
町

内
会
で
準
備
を
お
願
い
し
て
い
ま
す

が
、
用
意
で
き
な
い
町
内
会
に
つ
い

て
は
消
掃
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

便
槽
に
入
る
水

こ
ん
な
方
法
で

▼
横
プ
タ
式

咽
1
1
1
1
4
■
－
Ｉ
Ｉ
Ｉ
甲
■
Ｉ
Ｉ
Ｉ
『
ｊ
『
■
自
Ｉ

▼
マ
ン
ホ
ー
ル
式

Ａ
可
決
・
承
認
・
同
意

さ
れ
た
議
案
Ｖ

Ｏ
監
査
委
員
の
選
任
同
意
（
議
会
選

出
ト
北
村
庄
嗣
議
員
）

（
）
市
税
条
例
の
一
部
改
正
の
専
決
承

認
（
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴

う
も
の
）

Ｏ
昭
和
五
十
三
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
八
号
）
の
専
決
承
認

Ｏ
昭
和
五
十
四
年
度
一
般
会
計
禰
正

予
算
（
第
一
号
）

Ｏ
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正

（
地
方
税
法
お
よ
ぴ
同
法
施
行
令

の
一
部
改
正
に
伴
う
も
の
）

困
る
Ｉ
と
い
う
声
を
よ
く
聞
き
ま

す
が
、
次
の
よ
う
な
方
法
で
簡
単
に

防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
横
プ
タ
式
の
場
合

く
み
取
り
口
と
地
面
と
が
同
じ
高

さ
に
あ
る
場
合
は
、
土
の
う
で
囲

い
ま
す
。
ナ
イ
ロ
ン
で
く
み
取
り

□
を
し
っ
か
り
と
密
封
す
る
と
、

い
っ
そ
う
効
果
が
あ
り
ま
す
。

▽
マ
ン
ホ
ー
ル
式
の
場
合

マ
ン
ホ
ー
ル
の
フ
タ
を
は
ず
し
、

く
み
取
り
口
を
ナ
イ
″
ン
や
新
聞

紙
で
覆
っ
て
か
ら
ピ
＾
タ
ジ
と
フ

タ
を
か
ぶ
せ
、
お
も
し
を
置
い
て

く
だ
さ
い
。
ナ
イ
ロ
ン
や
新
聞
紙

が
パ
ッ
キ
ン
と
な
っ
て
水
が
入
り

ま
せ
ん
。

な
お
、
収
集
日
に
は
こ
れ
ら
の
も

の
を
取
り
除
き
、
く
み
取
り
作
業
が

し
や
す
い
状
態
に
し
て
お
い
て
く
だ

さ
い
。

清
掃
作
業
の

ア
ル
バ
イ
ト

職
員
を
募
集

ｍ＞）ｉｆ．．

最初だけ、あｉｌｉすべて自勤的にりレー式で休みなく

皿顧）
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過
去
に
は
不
法
投
棄
で
床
下
浸
水
も
・
：

で
で
す
。
そ
し
て
、
短
時
閻
に
大
ａ

の
雨
を
降
ら
せ
ま
す
。

気
象
庁
で
は
、
各
・
地
に
被
Ｗ
を
も

た
ら
す
集
巾
豪
雨
の
ナ
ソ
の
解
明
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
い
つ
、
ど

こ
で
、
ど
れ
だ
け
の
雨
が
降
る
の
か

な
ぜ
こ
ん
な
現
象
が
起
ｆ
ｌ
－
Ｊ
ｉ
Ｏ
の
か
は

ま
だ
は
っ
き
り
わ
か
っ
て
い
な
い
の

が
実
情
で
す
。
こ
の
た
め
、
注
意
報

Ｃ
－
ｆ
ｆ
．
報
が
遅
れ
る
と
い
う
ヶ
Ｉ
ス
も

し
ば
し
ば
あ
り
ま
ず
。
槃
中
Ｍ
雨
の

恐
し
さ
は
こ
こ
に
あ
り
、
。
姿
な
き

台
風
’
と
い
わ
れ
る
ゆ
え
ん
で
す
。

さ
て
、
い
っ
た
い
何
ミ
ジ
の
雨
が

降
っ
た
ら
危
険
か
、
と
い
う
こ
と
は

そ
の
土
地
の
特
性
に
よ
っ
て
異
な
っ

て
き
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
山
す
そ

や
が
ヶ
の
近
く
に
住
ん
で
い
る
人

は
そ
の
土
地
の
特
性
を
正
確
に
つ

か
ん
で
お
く
こ
と
が
大
切
。
大
水

が
出
や
す
い
、
土
砂
崩
れ
が
起
こ

り
や
す
い
と
い
っ
た
知
識
が
、
イ

ザ
と
い
う
と
き
に
非
常
に
役
立
ち

ま
す
。
な
お
、
雷
は
集
中
豪
雨
の

前
ぶ
れ
で
、
と
く
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

ご
用
心
　
雷
は
前
ぶ
れ

議
会
だ
よ
り

姿
な
き
台
風
　
　
集
中
豪
雨

雨
期
に
備
え
よ
う
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児
童
手
当
現
況
届

6
月
中
に
提
出
を

児
童
手
当
旁
叉
け
て
い
る
人
は
、

毎
年
六
月
末
ま
で
に
「
児
童
手
当
現

況
届
」
を
福
祉
事
務
所
に
提
出
し
て

い
た
だ
ぐ
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
「
児
童
乖
当
現
況
届
」
は
、

受
給
者
の
前
年
度
の
所
得
額
や
養
育

の
状
況
、
加
入
さ
れ
て
い
る
年
金
な

ど
を
審
査
し
て
、
引
き
続
き
児
童
手

当
膏
父
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う

か
を
み
る
た
め
の
大
切
な
届
で
す
。

こ
の
届
を
提
出
さ
れ
な
い
と
六
月
分

以
降
、
児
寡
于
当
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

な
お
、
児
童
手
当
は
、
①
十
八
歳

未
満
の
児
童
を
三
人
以
上
養
育
し
、

そ
の
う
ち
一
人
以
上
が
義
務
教
育
終

了
前
の
児
童
で
あ
る
こ
と
、
②
父
母

の
い
ず
れ
か
が
日
本
国
籍
の
あ
る
こ

と
、
③
養
育
者
の
所
得
額
が
一
定
の

限
度
額
を
超
え
な
い
こ
と
の
条
件
を

満
た
す
人
に
、
月
額
五
千
円
（
市
民天ヶ瀬ダム湖　アヒルを守ろう

7
月
1
日

福
祉
バ
ザ
ー

五
月
の
バ
ー
ド
ウ
ィ
ー
ク
、
「
鳥

猷
を
守
り
育
て
る
会
」
が
天
ケ
瀬
ダ

ム
湖
に
ア
ヒ
ル
四
十
羽
を
放
ち
ま
し

た
。
ア
ヒ
ル
た
ち
は
、
た
ま
り
楊
と

な
っ
て
い
る
入
江
を
中
心
に
ダ
ム
湖

を
ゆ
っ
く
り
と
冰
ぎ
ま
わ
り
、
観
光

客
に
も
好
評
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
ア
ヒ
ル
も
今
で

は
二
十
羽
ほ
ど
に
減
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
ダ
ム
湖
で
釣
り
を
す
る
人

が
残
し
て
い
く
エ
サ
や
食
べ
物
を
ね

ら
ら
で
や
っ
て
来
る
野
犬
や
ガ
ラ
ス

が
、
ア
ヒ
ル
を
襲
っ
て
い
る
か
ら
で

す
。そ

こ
で
、
守
り
育
て
る
会
や
市
で

は
ぷ
″
ト
を
は
っ
た
り
、
立
看
板
を

・
＞
；
ｉ
－
’
ｉ
Ｏ
な
ど
し
て
、
ア
ヒ
ル
を
守
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

（
写
真
は
、
釣
り
人
の
近
く
で
冰

ぐ
ア
ヒ
ル
た
ち
）

ま
た
、
市
民
の
方
か
ら
の
物
品
提

供
を
六
月
二
十
三
日
ま
で
宇
治
柵
通

り
の
社
会
福
祉
協
議
会
で
受
付
け
て

い
ま
す
。
受
付
け
て
い
る
の
は
食
料

品
や
衣
料
品
（
古
着
を
除
く
）
、
生

活
用
品
、
手
工
芸
品
な
ど
で
す
。

な
お
、
バ
ザ
ー
の
売
上
金
は
、
特

別
費
護
老
人
ホ
ト
ム
の
建
設
資
金
や

共
同
作
業
所
の
通
営
資
金
な
ど
に
便

わ
れ
る
予
定
で
す
。

（
社
会
福
祉
協
議
会
）

害
虫
駆
除
乳
剤

無
料
で
町
内
会
に

市
営
プ
ー
ル
の

ア
ル
バ
イ
ト
募
集

前
回
は
、
労
働
者
が
人
間
ら
し
く

生
活
す
る
た
め
の
保
障
に
つ
い
て
で

し
た
が
、
今
回
は
、
労
働
者
の
保
護

に
つ
い
て
脱
明
し
ま
し
ょ
う
。

Λ
年
少
者
と
女
子
の
保
護
Ｖ

年
少
者
と
働
く
女
子
は
、
身
体
的

・
精
神
的
な
理
由
か
ら
特
別
に
保
護

さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
ず
年
少
者
に
つ
い
て
は
、
特
別

な
理
由
を
除
き
十
五
歳
未
満
の
者
を

労
働
者
と
し
て
働
か
せ
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
十
六
歳
以
上
十
八
歳
未
満
の

者
に
は
一
日
八
時
間
を
こ
え
て
働
か

・
大
学
生
・
・
・
男
女
若
干
名

▽
応
募
資
格

・
高
校
生
は
二
・
三
年
生

・
大
学
生
男
子
は
水
泳
指
導
員
の
資

格
を
持
っ
て
い
る
人
が
望
ま
し
い

・
期
間
中
継
続
し
て
勤
務
で
き
る
人

▽
期
間
・
・
・
7
月
1
5
日
■
－
0
0
月
3
1
日

▽
支
給
額

・
高
校
生
＝
一
時
間
四
百
円

・
大
学
生
Ｈ
一
時
間
四
百
五
十
円

応
募
甲
込
み
用
紙
は
公
園
事
務
所

に
置
い
て
あ
り
ま
す
の
で
、
希
里
者

は
六
月
二
十
七
日
ま
で
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
く
わ
し
く
は
黄
乖
公
國
管

理
事
務
所
（
五
ヶ
庄
三
番
割
、
電
話

0
1
9
0
5
番
）
ま
で
お
問
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

（
都
市
計
画
課
）

（3）

せ
た
り
、
休
ａ
に
労
働
さ
せ
た
り
、

夜
の
十
時
か
ら
翌
朝
五
時
ま
で
の
深

ｍ
じ
て
お
り
、
八
時
間
以
上
の
労

働
や
危
険
で
有
害
な
仕
事
を
す
る
こ

と
に
一
定
の
制
限
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
産
前
産
後
そ
れ
ぞ
れ
六
週

間
の
休
暇
や
生
理
休
暇
を
あ
た
え
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
生

後
一
歳
に
な
ら
な
い
子
ぐ
￥
脊
て

働
く
者
を
保
護

警
察
官
募
集

京
都
府
警
察
官
の
採
川
試
験
が
次

の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

▽
と
き
・
・
・
6
月
2
4
日
（
日
）
午
前

9
時
か
ら

▽
と
こ
ろ
…
京
都
府
警
察
学
校
な
ど

▽
定
員
・
：
8
0
人
程
度

受
験
希
里
の
人
は
、
府
警
本
部
警

務
課
任
用
係
か
各
警
察
署
・
派
幽
所

に
あ
る
申
込
用
紙
に
必
妥
ｆ
ｔ
項
を
記

入
し
て
、
六
月
十
六
日
ま
で
に
府
警

本
部
警
務
課
か
各
警
察
署
へ
。

（
宇
治
警
察
署
）

キ
ャ
ン
プ
指
導
者

養
成
講
習
会

炭
山
キ
ャ
ン
プ
セ
ン
タ
ー
運
営
委
・
6
月
3
0
日
・
・
・
午
後
1
時
半
か
ら
翌

員
会
と
市
教
育
委
員
会
で
は
、
野
外
7
月
1
日
ま
で
、
炭
山
キ
ャ
ン
プ

活
動
指
導
者
に
必
要
な
理
論
と
実
技

を
身
に
つ
け
て
い
た
だ
こ
う
と
、
宇

治
市
教
育
キ
ャ
ン
プ
指
導
者
養
成
講

習
会
を
開
き
ま
す
。

▽
日
程
と
場
所

・
6
月
2
7
日
・
2
8
日
・
・
・
午
後
6
時
半

か
ら
9
時
ま
で
、
市
民
会
館
で
。

セ
ン
タ
ー
で
。

▽
資
格
・
・
字
治
市
民
か
市
内
に
勤
務

す
る
人
。

ご
希
望
の
人
は
、
社
会
教
育
課
に

（
－
。
5
受
調
申
込
書
に
参
加
費
二
千
五

百
円
を
添
え
て
6
月
2
3
日
ま
で
に
、

社
会
教
育
課
へ
坤
し
込
ん
で
く
だ
さ

し
た
場
合
な
ど
便
用
者
は
一
定
の
禰

債
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ

の
使
用
者
の
禰
償
は
、
使
用
者
が
そ

の
災
害
が
お
こ
ら
な
い
よ
う
に
十
分

注
意
し
て
い
た
と
し
て
も
、
ま
た
、

労
働
者
の
不
注
意
で
災
害
を
お
こ
し

た
と
き
で
も
ｗ
ぬ
が
れ
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
ｙ

禰
償
に
は
負
傷
や
病
気
に
対
す
る

″

繰
に
順
籍
語

働
け
ず
賃
金
を
む
ら
え
な
い
場
合
の

休
業
楠
債
、
身
体
に
障
害
が
残
っ
た

場
合
の
障
害
禰
償
、
労
働
者
本
人
が

死
亡
し
た
場
合
の
遺
族
補
償
、
労
働

水
泳
学
園
の

生
徒
募
集
中

ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ
ば

阪
宇
治
駅
か
ら
徒

歩
で
一
時
間
あ
ま

り
の
と
こ
ろ
に
あ

っ
て
、
年
間
を
通

し
て
利
用
し
て
い

た
だ
け
ま
す
。

し
か
し
、
利
川

で
き
る
の
は
、
こ

の
講
習
会
ｗ
．
講

さ
れ
た
人
が
シ
ー

ダ
ー
と
な
る
グ
ル

ー
プ
で
す
。

▽
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

6
月
1
2
日
（
火
）
午
後
7
時
半
～

9
時
半
。
神
明
小
学
校
で
。

▽
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

・
6
月
1
4
日
（
木
）
午
後
7
時
半
～

9
時
半
。
大
開
小
学
校
で
。

・
6
月
1
9
日
（
火
）
午
後
7
時
半
～

9
時
半
。
用
小
倉
小
学
校
で
。

ど
な
た
で
も
目
由
に
参
加
で
き
ま

す
。
運
動
で
き
る
服
装
で
、
上
靴
を

持
っ
て
直
接
会
場
へ
。

（
社
会
教
育
課
）

一 一 一 一 － 一 一 一 一 一 一 －
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妙
京都デａづ－ＪＬ＾■≪≪スの特色

特に衛生面には注意をし、保冷箱に入れて保冷車が宅配に伺っております。

犬’“¨゜¨’¨’¨‘¨”゛；④栄養管理をおまヵゝせ下さしヽ
：とかくお母様の料理はかたよりがち。専任の栄養士が、カロリー計算から2人用650円；

レピタミン類まで科学的に献立を週単位で研究しております。

Ｉ
Ｓ
Ｉ

ヨ（Ｄご家庭で料理のべんきょうを

3人用800円；どなたにでも作れる＊ニューです。ご結婚前のお嬢さん。またはベテラン

のお母さん、京都ディナーサービスで今一度料理のレッスンをどうぞ。

①ムダがありません

あなたはネギー＊買えますか。献立に必要なだけの材科をお届けしまず

から、まったくムダがありません。

②新鮮そのもの

予約を頂いた分、その日の朝、市場で担当の仕入係が入札してまいりまず

から、新鮮そのままの魚・肉・野菜をお届けすることができます。

③時間をお届けしますト4人用1，000ｉ⑥お味はお母さんの腕の見せどころ

時間のサービスほどぜいたくなことは他にありません．毎夕きまった時刻十9円．1材料は同じでも昧はそれぞれ．またベテランのお母様なら工夫しだいで同
にあなたの担当員が保冷車で夕食材料を宅配いたします．ヽ，．．，’じ材料でいく通りにもメニューをかえられます．△噛

¨ヽ＃7雷な；霖忿

い。

■ＳＪ：＞；≪ｒ≫≪ｃａｉ貿＊≪写尼

世ば鸚，以

ま
も
な
く
梅
雨
に
入
り
ま
す
か
、

六
‥
ハ
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
は
ゴ

キ
ブ
リ
が
繁
殖
し
や
す
い
時
期
。

そ
こ
で
、
衛
生
害
虫
と
さ
れ
て
い

る
ゴ
キ
ブ
リ
の
習
性
と
駆
除
に
つ
い

て
お
話
し
ま
し
ょ
う
。

習
性
は

ゴ
キ
ブ
リ
は
暗
く
て
湿
り
気
の
あ

・
5
ｓ

蔵
庫
Ｑ
－
戸
だ
な
、
キ
＾
Ｉ
ｋ
－
Ｎ
セ
ヴ
’
ト

の
裏
側
な
ど
。
そ

の
ほ
か
、
風
呂
励

や
ヘ
リ
ン
グ
、
排

水
マ
ス
な
ど
が
巣

れ
て
い
る
フ
ェ
ロ
モ
ン
と
い
う
臭
い

物
質
に
ひ
か
れ
て
集
団
で
生
息
し
て

お
り
、
暗
く
な
る
と
エ
サ
を
あ
さ
り

に
出
て
き
ま
す
。
エ
サ
は
人
間
の
食

べ
る
も
の
の
ほ
か
、
便
所
の
汚
物
ま

で
食
川
に
し
ま
ず
。
な
お
、
す
み
を

ゴ
キ
ブ
リ
の
隠
れ
場
所
（
巣
）
に

は
、
一
ミ
リ
μ
ぐ
ら
い
の
黒
い
ふ
ん

が
ま
た
ら
に
こ
ぴ
り
つ
き
、
七
ミ
ジ

μ
ぐ
ら
い
の
長
円
形
の
卵
の
袋
が
ｍ

ち
て
い
ま
す
。
卵
の
袋
の
中
に
は
三

十
個
高
ま
り
の
卵
が
入
っ
て
お
り
、

の
台
所
を
清
潔
に
し
、
エ
サ
に
な
る
…
…

も
の
を
出
し
て
お
か
な
い
こ
と
。
｛

ｅ
巣
を
見
つ
け
て
卵
の
袋
を
焼
き
捨

て
、
に
お
い
と
ふ
ん
を
洗
剤
で
こ
。

す
り
落
し
ま
す
。
定
期
的
に
根
気
｝

よ
く
す
・
6
こ
と
。
一

ゴ
キ
ブ
り
退
治
法

消
費
者
コ
ー
ナ
ー

Ｒ

三
、
四
ヵ
月

後
の
秋
に
は

成
虫
と
な
り

ま
す
。

0
辿
り
弓
つ
な
と
こ
ろ
に
ゴ
キ
ブ
リ
ー
・
：
‘
・

専
川
殺
虫
剤
を
ぬ
っ
て
お
く
。
⑥
繁
殖
期
（
六
月
こ
ろ
）
に
入
る
と

の
捕
甦
器
を
巣
の
近
く
に
置
く
。
き
、
く
ん
煙
剤
を
た
き
、
一
ヵ
月

0
見
つ
け
次
第
た
た
き
殺
す
の
が
Ｉ
後
に
も
う
Ｉ
度
く
り
返
す
方
法
が

番
。
殺
虫
剤
や
洗
剤
、
油
、
熱
湯
誤
乱
築
的
で
す
。

な
ど
を
か
け
る
の
も
よ
い
。
（
商
工
観
光
課
）

Ⅲ｜｜｜ｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌ田｜川ｍｉｌｌ

に
な
り
や
す
い
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
ゴ
キ
ブ
リ
は
ふ
ん
に
含
ま

通
る
習
性
が
あ
り
、
ビ
ル
な
ど
で
は

上
へ
移
勁
し
ま
す
・
。

駆
除
は

や
さ
し
い
労
働
教
室
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